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１．研究計画の概要 

異文化滞在者を対象に、異文化圏での対人

関係に必要となる、社会的技能（ソーシャル

スキル）を学習する実験的セッションを行う。

異文化間の対人関係形成が促進される効果を

介入実験によって確認し、異文化間ソーシャ

ルスキルが社会文化的適応を促進するとの仮

説を検証する。「異文化間ソーシャルスキル学

習の実験的セッション」の構成を吟味し、具

体的な検討課題を解決しながら、セッション

の洗練を図る。質問紙調査および面接調査を

行って、ソーシャルスキルの内容と実施過程

を精緻化していく。質的、量的手法を併せた

統合研究の手法を駆使して、「異文化間ソーシ

ャルスキルの獲得による適応促進の機序」の

解明を目指す。異文化適応理論の進展を図り、

国際化時代における異文化滞在者の新たな適

応援助策の創出を狙った、応用社会心理学的

研究である。 

 
２．研究の進捗状況 

(1)実験的セッションの実施 AUC-GS学

習モデルに基づき、異文化間ソーシャルスキ

ルのセッションを実施し、セッションでの反

応を測定した。同じ内容構成で実施を繰り返

して例数を蓄積している。日本語が堪能な学

生は文化的解読に興味を示し、来日間もない

学生では不安の低減が認められた。(2)セッシ

ョン効果のフォローアップ調査 学習したソ

ーシャルスキルの現実場面での使用状況と、

セッションの有用性の評価について、日本滞

在が続いている学習者を対象に、記述式質問

紙による調査を行った。学校場面のスキルは

実施機会が多いが、飲食など社会的場面は機

会を持たないケースも見られた。文化的に理

解する姿勢が取り入れられ、スキル学習を興

味深いと捉えていた。(3)在日留学生のソーシ

ャルスキルの実施状況に関する質問紙調査 

母文化とのスキルの類似性はパフォーマンス

にあまり影響せず、容易さや使用しやすさの

影響が大きい。(4)在日外国人留学生の友人形

成のソーシャルスキル調査 中国人留学生を

対象に、事例的検討を行った。対人的な接近

のスキルに文化差があり、関係開始に困難が

あった。(5)日本人学生における在日外国人留

学生との友人形成過程 在日留学生と交流の

ある日本人大学生に面接調査を行い、友人形



成の過程を探索した。イベント、日常生活の

共有、支援役割の三種類の導入ポイントがあ

り、関係開始のスキルは多様だが、関係の維

持・深化スキルは類似していた。(6)間接表現

をめぐる異文化間ソーシャルスキルの調査と

学習セッション 異文化間ソーシャルスキル

のうち、特に在日留学生が困難を覚えがちで

学習ニーズの高い間接表現に特化したセッシ

ョンを開発した。調査によって間接表現への

認知を整理してから、個人対象型セッション

を実施した。パフォーマンス、異文化接触へ

の動機付け、文化的理解の向上がみられた。 
 
３．現在までの達成度 
「②おおむね順調に進展している。」 

 
４．今後の研究の推進方策 

セッション実施例を蓄積し、数量的な分析

ができるようにする。セッションのバリエー

ションを試し、効果を測定する。セッション

のフォローアップを行い、スキルの般化と適

応への影響を探る。日本人学生対象の調査を

行い、彼らの実施水準と留学生への要求水準

を確かめる。留学生によるスキルの実施と認

知をもとに文化間距離を測定し、個人レベル

と集団レベルの行動の文化差を数値化する。

行動的文化間距離と、セッションの効果との

関連を探る。 
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